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 事業概要 

抵抗低減技術及び低ブーム設計コンセプトを核に,超音速機が旅客機として成立するためにキーとな
る低ブーム/低抵抗/低騒音/軽量機体の全てを同時に満たすシステム統合設計技術及び要素技術を世
界に先んじて獲得するため,鍵技術の開発及び技術実証構想の立案を行う. 

 
http://www.aero.jaxa.jp/research/frontier/sst/ 

 

 JSS2 利用の理由 

システム設計研究においては,低ブーム/低抵抗/低騒音/軽量化の技術目標を同時に達成するため多
目的最適設計法を適用しており,複数の評価指標を効率的に評価するためスパコンによる解析が必須
である. 

 

 今年度の成果 

超音速機において最適翼型の平面形依存性を調査した結果,テーパー翼はクランクドアロー翼より前
縁キャンバーが小さい翼型が低抵抗になることがわかった．また,遷音速飛行が長い機体では,音速近傍
で抵抗が低い後退角の大きなクランクドアロー翼等が抵抗低減に有効だが,超音速飛行が長い機体で
はテーパー翼などの後退角の浅い平面形の採用も選択肢に入ることがわかった． 

 
  

静粛超音速機技術の研究開発 
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図 1 クランクドアロー翼とテーパ翼の表面圧力分布 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)：0.35 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利用割合※2 (%) 

SORA-MA 1,789,166.76 0.24 
SORA-PP 83,621.32 1.05 
SORA-LM 1,104.56 0.57 
SORA-TPP 0.00 0.00 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 
/home 2,969.57 2.06 
/data 73,850.95 1.37 
/ltmp 16,927.09 1.28 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 
J-SPACE 75.21 3.23 

 
※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 
※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法 MPI 
スレッド並列手法 自動並列 
プロセス並列数 4 - 128 
１ケースあたりの経過時間 12000.00 秒 
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